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研究成果の概要（和文）：(1) ボランティア研究で、ミダゾラムを前投薬として用いた際に前保温の有無による体温（
中枢温、末梢温）の変化の差異について検討した結果、前保温（Pre-warming）により体温（中枢温、末梢温）の低下
が少ないという傾向が認められた。（２）臨床研究で、高齢者と若年者におけるミダゾラムの前投薬による周術期の体
温（中枢温、末梢温）変化の差異について検討した結果、高齢者の方がより中枢温が低下しやすいという傾向が認めら
れた。（３）臨床研究で、前投薬を受けた高齢者と若年者における麻酔前保温麻酔導入後の体温（中枢温、末梢温）に
及ぼす影響の差異について検討し、高齢者と若年者で明らかな有意差はなかった。

研究成果の概要（英文）：In volunteer studies, with midazolam as premedication, pre-warming had a tendency 
to minimize the decreases of core and peripheral temperatures. In clinical studies, with midazolam as prem
edication, core temperatures of aged patients tended to increase more than those of younger patients. in c
linical studies, with midazolam as premedication, prewarming did not have a significant effect on the chan
ges of core and peripheral temperatures both in aged and younger patients.
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１．研究開始当初の背景 

麻酔管理において体温はルーチンに測定され

る。術中・麻酔中の体温低下は我々麻酔科医が

常日頃遭遇することである。その中でも麻酔導

入時の中枢温の低下は特に著しい。その原因と

し て 中 枢 か ら 末 梢 へ の 熱 の 再 分 布

（ re-distribution ） が 大 き く 影 響 し て い る

（Matsukawa T, et al. Anesthesiology 1995；82： 

662-73）。さらに、手術中も熱産生、熱喪失のバ

ランスが崩れることにより、中枢温は低下すること

が多い。その結果、手術後のシバリング（ふる

え）、虚血性心電図変化、易感染性などの合併

症が生じ得る。 

 日常的に麻酔中（全身麻酔・局所麻酔）の保

温は行われているが、手術中の低体温を防止

するために他の方法も模索されている。その１つ

として麻酔前保温（Pre-warming）という方法があ

る。これは麻酔導入前に患者を保温しておいて

総熱容量を増加させ、中枢-末梢温度較差を減

少させることにより熱の再分布低体温を防止しよ

うという考え方である。 

 我々は以前ボランティアにおいて前投薬と

して頻用されるミダゾラムが著明な中枢温

の低下を来すことを発表した（Matsukawa, et 

al. Br J Anaesth 1997;78:396-9）。更に、老

化によって体温調節反応が阻害されることも検

討 し た （ Matsukawa T, et al ． Anesth Resus 

2001;37:53-7）。しかし、前投薬による体温低下

が麻酔前保温によって如何に防止できるか否か、

およびそれぞれに対する老化の影響について

検討した研究は未だ行われていない。 

 

 

２．研究の目的 

（１） ボランティア研究において、ミダゾラムによる

中枢温の低下が麻酔前保温（Pre-warming）

によって防止できるかどうかを明らかにする。 

（２） 臨床研究において、老化が麻酔前投薬に

よる手術中体温変化に及ぼす影響を明らか

にする。 

臨床研究において、老化が麻酔前保温効果お

よび手術中体温変化に及ぼす影響を明らかに

する。 

 

 

３．研究の方法 

（１） 平成 23 年度 

ボランティア研究として、ミダゾラムを前投薬

として用いた際に前保温（Pre-warming）の

有無による体温（中枢温、末梢温）の変化の

差異を検討する。 

ボランティア研究として、ミダゾラムを前投薬とし

て用いた際に前保温（Pre-warming）の有無によ

る体温（中枢温、末梢温）の変化の差異につい

て検討する。 

① ボランティア（２０－５０歳）８名を各 2 日ず

つ検討する。 

② ミダゾラム（0.06mg/kg）を筋注する30分前

から、温風式加温装置を用いて加温する

前保温（＋）日と加温しない前保温（−）日

のそれぞれにおいて、体温（中枢温、末梢

温）の変化を検討する。 

③測定項目（実験開始から 10 分ごと、ミダゾ

ラム（0.06mg/kg）を筋注６０分後まで） 

 中枢温：鼓膜温（右、左） 

 末梢温：皮膚温（７ヶ所：胸部、上腕、

前腕、示指、大腿、下腿、拇指） 

循環パラメータ：血圧（SBP, DBP）、心拍数、パ

ルスオキシメータ 

 

（２） 平成 24 年度 

臨床研究として、高齢者と若年者におけるミ

ダゾラムの前投薬による周術期の体温（中

枢温、末梢温）変化の差異を検討する。 

臨床研究として、高齢者と若年者におけるミダゾ

ラムの前投薬による周術期の体温（中枢温、末

梢温）変化の差異について検討する。 

① 全身麻酔下に予定手術を受ける ASA 重症

度分類1-2高齢者患者（70歳以上）１２名と若

年者患者（２０-４５歳）１２名。 



② 麻酔前投薬としてミダゾラム（0.04mg/kg）を

麻酔導入 30 分前に筋注する。 

 ミダゾラム（0.04mg/kg）筋注と同時に温風

式加温装置を用いて麻酔前保温を開

始し、30 分後に全身麻酔を導入する。 

③ 測定項目（ミダゾラム筋注直後から 10 分毎、

全身麻酔導入 120 分後まで） 

 中枢温：鼓膜温（右、左） 

    末梢温：皮膚温（3 ヶ所：上腕、前腕、示 

    指） 

    循環パラメータ：血圧（SBP, DBP）、心 

    拍数、パルスオキシメータ 

 

（３） 平成 25 年度 

臨床研究として、高齢者と若年者における

麻酔前保温が前投薬、麻酔導入後の体温

（中枢温、末梢温）に及ぼす影響の差異に

ついて検討する。 

 

検討状況 

① 臨床研究として検討する。 

② 全身麻酔下に予定手術を受ける ASA 重症

度分類1-2の高齢者患者（70 歳以上）１２名と

若年者患者（２０-４５歳）１２名。 

③ 麻酔前投薬としてミダゾラム（0.04mg/kg）を

麻酔導入 30 分前に筋注する。 

④ 麻酔導入までの 30 分間、温風式加温装置

（装置：現有設備、ブランケット：ディスポ製

品 ） を 用 い て 対 象 患 者 に 麻 酔 前 保 温

（Pre-warming）を行う。 

⑤ 測定項目（ミダゾラム筋注直後から 10 分毎、

全身麻酔導入 120 分後まで） 

中枢温：鼓膜温（右、左）、末梢温：皮膚温

（3 ヶ所：上腕、前腕、示指） 

   循環パラメータ：血圧（SBP, DBP）、心拍数、

パルスオキシメータ 

 

 

 

 

４．研究成果 

(1) 平成 23 年度 

ボランティア研究として、ミダゾラムを前投薬とし

て用いた際に前保温（Pre-warming）の有無によ

る体温（中枢温、末梢温）の変化の差異につい

て検討した。様々な要因が考えられるが少なくと

も前保温（Pre-warming）により中枢温の低下が

少ないという傾向が認められた。この結果は

我 々 の 以 前 の ミ ダ ゾ ラ ム に 関 す る 研 究 

（ Matsukawa, et al. Br J Anaesth 

1997;78:396-9）を参考に考えると、前投薬によ

って中枢温が低下し、末梢温が上昇するという

体温変化を、前保温（Pre-warming）が防止し得

る可能性について示していると言えよう。 

 

（２）平成 24 年度 

 臨床研究として、高齢者と若年者におけるミダ

ゾラムの前投薬による周術期の体温（中枢温、

末梢温）変化の差異について検討した。高齢者

の場合は個人差が非常に大きく統計学的な有

意差を得ることは出来なかったが、少なくとも高

齢者の方がより中枢温が低下しやすいという傾

向が認められた。この結果は、一般に高齢者ほ

ど周術期の体温低下が大きいことが認められて

おり、前投薬がその体温低下を少なくとも防止し

得ないか或いは助長し得る可能性について示

唆しているものと考えられる。 

 

（３）平成 25 年度 

 臨床研究として、高齢者と若年者における麻

酔前保温が前投薬、麻酔導入後の体温（中枢

温、末梢温）に及ぼす影響の差異について検討

した。高齢者と若年者で明らかな有意差は認め

られなかった。本検討を行う前には、高齢者の

方が前投薬を行った場合に、若年者よりも中枢

温が低下する（末梢温の変化については予測が

難しいと考えられた）と考えていたが、高齢者に

おいて個人差が予想以上に大きく、若年者との

間に有意差は得られなかった。しかし、敢えて言

えば、高齢者の方が中枢温がより低下しやすい



傾向があると指摘できると言える。 
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